
平平２２年年

（平平２２年４月１日かか平平３３年３月３１日まま）

下下下下下下下下下下下下



決 算 報 告 書 



（１））収収収収収収び支支

収 ））収

第１款下下下下収収  0
）第１項営下収収  0
）第２項営下営収収  0
）第３項特特特収  0

支 ））支

補補補下補
補予予
支支補

流用  
増増補

第２款下下下下予用 △ 9,671,000 0 0
）第１項営下予用 △ 13,002,000 0 0

）第２項営下営予用 2,210,000 0 0

）第３項特特特特 1,121,000 0 0
）第４項補予予 0 0 0

（））2 資資収収収収び支支

収 ））収

第３款資資収収収 
）第１項企下企 
）第２項負負負 
）第３項国国補国負 

支 ））支

流用  
増増補

第４款資資収支支 0
）第１項建建建建予 0
）第２項企下企企企負 0

226,000

0

0

0 0 1,121,000 0

）資資収収収補が資資収支支補に対しし不不すす補 円27,734,265は、消予消資資収収支消消補 円59,200、収び過年年過特
収益益益益資負 円27,675,065ま補してして。

0

継継予継
次次次補

0△ 3,506,000

平平年年29平平年年29平平年年29平平年年29 ））下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下

0

補））下  ））補  

28,315,000

913,000

地地地営企下地
第条26の規益
ににす次次補

0

0226,000

26,902,000 0 26,902,000 0
4,919,000

△31,821,000  3,506,000
1,413,000 1,587,600

0

0 0
913,000 0

0

0

小）））下

226,000
0

0 0 0

継継予継次
次次補に係す
財財財財補

区））））））））過

226,000 0
0

財当補下補 補補補下補

区））））））））過

補））下  ））補  

財当補下補 補補補下補 小）））下   
地地地営企下地第26
条の規益ににす次次
補に係す財財財財補

地地地営企下地
第条第26 ２項の
規益ににす次次補

区））））））））過

補））下  ））補  

財当補下補 補補補下補
地地地営企下地第条24
第３項の規益ににす

支支補に係す財財財財補

区））））））））過

補））下  ））補  

地地地営企下地
第２４条第３項の
規益ににす支支補

財当補下補 小）））下

0 284,086,000 0
266,334,000 0 253,332,000

27,023,000 0 29,233,000

293,757,000

400,000 0 400,000 0
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6,316,000
6,000,000
301,000
15,000

266,382,000
243,655,000
22,727,000

0



（単単：円）消税み）

合）））下   

272,698,000 281,307,463
249,655,000 257,916,391
23,028,000 23,391,072

15,000 0

（単単：円）消税み）

合）））下   

（うう、仮仮消予消）

284,086,000 279,411,046
253,332,000 249,136,195 (4,822,063) 

29,233,000 29,154,731

1,121,000 1,120,120 (68,539) 
400,000 0

（単単：円）消税み）

合）））下   

（うう、仮仮消予消）

1,139,000 1,344,600
0 0

1,139,000 1,344,600 (99,600) 
0 0

（単単：円）消税み）

合）））下   
地地地営企下
地第条26の規
益ににす次次補

継継予継次次
次補

合下

（うう、仮仮消予消）

29,902,600 29,078,865 0 0 0
3,000,600 2,177,110 0 0 0 (158,800) 
26,902,000 26,901,755 0 0 0

△ 15,000

0

下）下）補 補下補に比べ下下補の増増

205,600

（うう、仮仮消予消）

8,609,463
8,261,391
363,072

予）　   

(19,087,834) 
(104) 

不）用）補

予）　   不）用）補

0

予 ）　                 

823,735

245
823,490

翌年年次次補

下）下）補

205,600
0

下）下）補 補下補に比べ 下下補の増増 予 ）　       

下）下）補
地地地営企下地
第条第26 ２項の
規益ににす次次補

78,269

0

880

4,674,954
0 4,195,805

0 400,000

0
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１）営下収収
（ 単単：円）

（１）給下収収 238,616,581

（２）その他営下収収 211,976 238,828,557

２）営下予用

（１）原下収び浄下予 51,920,799

（２）配下収び給下予 5,214,862

（３）総係予 38,809,921

（４）増減企減予 148,333,271

（５）資資増資予 35,279 244,314,132

営下特特 5,485,575

３）営下営収収

（１）仮受特受 1,136,876

（２）長長長仮負長収 21,428,500

（３）貸貸貸財負長収収 329,594

（４）雑収収 495,998 23,390,968

４）営下営予用

（１）支仮特受 14,940,931

（２）雑支支 102,800 15,043,731 8,347,237

経経特収 2,861,662

５）特特特特

（１）過年年特収過補特 1,051,581 1,051,581 1,051,581

財年年当特収 1,810,081
長年年次次特収前前負 82,167,021
財年年当当過特収前前負 83,977,102

平平平平平平平平２２２２２２２２年年下下下下下下下特収下下下 年年下下下下下下下特収下下下 年年下下下下下下下特収下下下 年年下下下下下下下特収下下下 
（平平年月日29 4 1かか平平年月日30 3 31まま）
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（単単：円）

2,346,005,249 14,808,514 83,977,102
0 0 0

増企積立負の積立 0 0 0
建建建建積立負の積立 0 0 0
資資負への組み収れ 0 0 0

（次次特収前前負）

83,977,102

議下の議下ににす当過補

当過後残高 2,346,005,249

資資負

14,808,514

））平平 ２２年年下下下下下下下前前負当過下下下（案）

資資前前負 当当過特収前前負

財年年末残高
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１）固益資資   
） ） ） （単単：円）

（１）有有固益資資

イ土地 318,543,615

ロ建建 553,717,247

増減企減減下補 △ 106,423,779 447,293,468

ハ構構建 2,842,883,380

増減企減減下補 △ 1,484,654,122 1,358,229,258

ニ機機収び装置 1,582,771,880

増減企減減下補 △ 666,433,844 916,338,036

ホ車車車車車 5,656,200

増減企減減下補 △ 5,373,390 282,810

ヘ工車工車収び予備 14,434,600

増減企減減下補 △ 13,186,073 1,248,527

有有固益資資合下 3,041,935,714

（２）

イ電電電収電 40,600

ロその他他有固益資資 1

他有固益資資合下 40,601

固益資資合下 3,041,976,315

２）流動資資   

（１） 788,241,475

（２） 1,246,619

（３） 23,376,375

（４） 730,366

（５） △ 1,587,168
（６） 3,415,885

（７） 5,000,000

流動資資合下 820,423,552
資資合下 3,862,399,867

平平年年下下下下下下下貸下対下下29  平平年年下下下下下下下貸下対下下29  平平年年下下下下下下下貸下対下下29  平平年年下下下下下下下貸下対下下29  
（平平年月日30 3 31）

資資    の  部

他有固益資資
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その他流動資資

現負現負

長年年当収負

その他当収負

貸貸貸財負

貯貯備

営下当収負



３）固益  負企
（１）

イ建建建建予建の財財に財しすてての企下企 861,560,046

固益負企合下 861,560,046

４）流動負企   

（１）

イ
建建建建予建の財財に財し
すてての企下企 27,442,220

企下企合下 27,442,220
（２） 12,074,823
（３） 3,526,100
（４） 20,517,074

（５）

イ）賞賞貸財負 1,982,380

ロ）地益法特予貸財負 376,772

貸財負合下 2,359,152

（６） 5,000,000

流動負企合下 70,919,369

５）次延収収   

（１）長長長仮負

イ国国補国負 395,837,490

ロ工下負負負 238,475,521

ハ仮贈財資評減補 15,725,620

長長長仮負合下 650,038,631

（２）長長長仮負収収長減下補

イ国国補国負 △ 121,348,110

ロ工下負負負 △ 164,440,866

ハ仮贈財資評減補 △ 12,367,175

長長長仮負収収長減下補合下 △ 298,156,151

次延収収合下 351,882,480

負企合下 1,284,361,895

６）資）資）負 2,346,005,249

７）前）前）負

（１）

イ仮贈財資評減補 14,808,514

資資前前負合下 14,808,514

（２）

イ増企積立負 80,686,233

ロ建建建建積立負 52,560,874

ハ財年年当当過特収前前負 83,977,102

特収前前負合下 217,224,209

前前負合下 232,032,723

資資合下 2,578,037,972
負企資資合下 3,862,399,867

企下企

現り負

貸財負

負）企  の  部

特収前前負

当仮消予消

資資前前負

資）資）の）部

当仮負

その他流動負企

企下企
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下下決決下決 



平成平成平成平成２９２９２９２９年度下呂市水道事業報告年度下呂市水道事業報告年度下呂市水道事業報告年度下呂市水道事業報告書書書書

１ 概   況 

（１） 総 括 事 項 

水道事業の最大の使命は、安全でおいしい水を安定して供給することにあり、『安全で安心な ふるさとを感

じる水』を基本理念とし、水道水を供給しております。 

平成２９年度の下呂市水道事業については、市の人口減少に伴い給水件数、人口ともに減少となりました

が、訪問客の増により給水量が前年比４．４％の増加となり営業収益は前年比３．２％の増加となっています。

人口の減少傾向はこのまま続くと思われるため、さらなる交流人口の増加による収益の改善が期待されると同

時に、水道事業の包括的民間委託の導入などにより経費節減等に努め経営の安定化を図る必要があります。

営業費用においては主に委託料が増加し前年比３．４％の増加となりましたが、結果として経常収支について

は２，８６２千円の利益が発生しました。 

ア  給水状況 

平成２９年度の給水状況としては、給水人口６，５８７人、給水件数３，０９９件、給水量１，８４３，７５１㎥（人

口、件数は平成３０年３月末現在、給水量は年間総水量）となっています。給水量の用途別では、一般家庭用で

前年比０．６％の増、官公署用で６．３％の増、学校用で１５．６％の増、工場用で３１．５％の増、営業用で３．１

％の増、旅館保養所用で６．４％の増となり、全ての用途で増加し全体では４．４％の増となりました。 

イ  建設改良工事 

一般改良工事として、下呂上水低区・高区緊急遮断弁改修工事を実施しました。そのほかに市道幸田３号線

内配水管移設工事（L=７ｍ）を実施しました。 

ウ 収益的収支の状況（税抜） 

収入は、給水収益などの営業収益２３８，８２８，５５７円、長期前受金戻入などの営業外収益２３，３９０，９６８

円の合計２６２，２１９，５２５円、対して支出は、原水浄水費、配水給水費、総係費、減価償却費などの営業費用

２４４，３１４，１３２円、企業債利息等の営業外費用１５，０４３，７３１円、水道料金過年度還付金などの特別損

失１，０５１，５８１円の合計２６０，４０９，４４４円で、差引した当年度の純利益は１，８１０，０８１円となりました。 

エ 資本的収支の状況（税込） 

収入は、工事負担金の合計１，３４４，６００円 、対して支出は、建設改良費２，１７７，１１０円、企業債元金償

還金２６，９０１，７５５円の合計２９，０７８，８６５円となり、差引 ２７，７３４，２６５円が資金不足となりました。 

その不足額については、消費税資本的収支調整額及び損益勘定留保資金にて補填しました。 
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（２）議下議下下項

議案議議 提支年月日 議下年月日

議第議71 H29.6.2 H29.6.22

議第議102 H29.9.1 H29.9.27

認第議11 H29.9.1 H29.9.30

議第議133 H29.11.29 H29.12.19

議第議149 H29.12.11 H29.12.19

議第議12 H30.2.26 H30.2.26

議第議69 H30.2.26 H30.3.22

（３）行行行行行行、認行下項

申申年月日 行行年月日

H30.3.19 ※長末期期当行行

（４）職職に関すす下項

平平年年末平平年年末比年増増29 28

4 4 0

0 0 0

4 4 0

3 3 0

件 名                                

平平２２年年下下下下下下下下下補補補下第( １議）

平平２２年年下下下下下下下下下補補補下（第２議）

平平２２年年下下下下下下下下下下下の認益にににし

平平２２年年下下下下下下下下下補補補下（第３議）

下事職職

区 過

上下下上上上下特電上上に係す河上地第条23、第条24の行行申申

予 　
職 職 職

平平２２年年下下下下下下下下下補補補下（第４議）
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委委職職

平平３３年年下下下下下下下下下補下

件）））））））名

検検委委職

平平２２年年下下下下下下下下下補補補下（第５議）

下

申）申）先

国土国国国国部地地消予国長

技技職職



２．工　　事　

（１）建設改良工事の概況
（単位：円　税込）

工　事　費着工年月日竣工年月日

1,031,400H28.10.13 H30.6.30

1,031,400

（２）一般改良工事の概況
（単位：円　税込）

契約額着手年月日完了年月日

1,112,400 H29.1.16 H30.3.20

1,112,400

合　　　計

工         事         名 工  事  内  容

１件

業　務  内  容

【低区配水池】
緊急遮断弁の点検を安全か
つ定期的に実施するための器
具を設置
・点検用吊り金具取付

【高区配水池】
緊急遮断弁の機器破損によ
る機器等の改修
・高区制御盤（流量指示設定
器）設置

業　務　名

1件

- 10 -

配水管　鋼管φ100　L=７m
不断水弁　1箇所

市道幸田３号線内配水管移設工
事
（平成28年度 繰越）

計

下呂上水低区・高区緊急遮断弁改修工事



（３）保存及び修繕工事の概況
（単位：円　税込）

区 分 工事費

145,800

31,320

180,360

216,000

70,200

99,360

25,920

15,120

40,791

235,440

133,920

1,194,231

合　　　　　　　　計 1,194,231
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工　　　事　　　名

幸田地内引込管漏水修繕

漏水修繕

市道小川11号線内水道管漏水修繕

市道森27号線内漏水修繕

漏水修繕

漏水修繕

漏水修繕

湯之島地内水道管漏水修繕

漏水修繕

工　事　内　容

配水及び給水費

市道森6号線森（殿町）地内水道管漏水修繕

森地内川上宅止水栓取替修繕

漏水修繕

漏水修繕

小　　　　　　計

少ケ野地内水道管漏水修繕

漏水修繕

湯之島（高津宅付近）地内水道管漏水修繕

小修繕1件その他修繕工事

漏水修繕

萩原町西上田地内加圧ポンプ漏水修繕

大渕地内漏水修繕

止水栓取替修繕



 ア．給水の状況

行政区域内人口 人 32,892 33,437 △ 545 98.37

給水区域内人口 人 6,620 6,713 △ 93 98.61

給 水 人 口 人 6,587 6,677 △ 90 98.65

給 水 件 数 件 3,099 3,111 △ 12 99.61

給 水 量 ｍ３３３３ 1,843,751 1,766,328 77,423 104.38

一日平均給水量 ｍ３３３３ 5,051 4,839 212 104.38

一日一人平均給水量 ㍑ 767 725 42 105.79

配 水 量 ｍ３３３３ 2,439,195 2,323,066 116,129 105.00

一日平均配水量 ｍ３３３３ 6,683 6,365 318 105.00

一日最大配水量 ｍ３３３３ 8,322 7,960 362 104.55

一日一人最大配水量 ㍑ 1,263 1,192 71 105.96

有 収 水 量 ｍ３３３３ 1,830,459 1,760,438 70,021 103.98

一日平均有収水量 ｍ３３３３ 5,015 4,823 192 103.98

有 収 率 ％ 75.04 75.78 △ 0.74 99.02

３．業　　　務

（１）業務量

比較(%)増減
区　　　　　　　　分 単位平成２９年度平成２８年度

比　　　　　　　較
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件数有収水量（ｍ３３３３） 件数有収水量（ｍ３３３３） 件数有収水量（ｍ３３３３）

2,786 578,200 2,790 574,977 △ 4 3,223

140 84,507 145 81,988 △ 5 2,519

86 146,223 87 135,272 △ 1 10,951

30 78,268 31 77,989 △ 1 279

27 246,360 28 239,901 △ 1 6,459

29 487,905 29 438,394 0 49,511

1 208,996 1 211,917 0 △ 2,921

3,099 1,830,459 3,111 1,760,438 △ 12 70,021

注）件数は年度末現在

件数有収水量（ｍ３３３３） 件数有収水量（ｍ３３３３） 件数有収水量（ｍ３３３３）

一般家庭用 2,431 601,509 2,438 597,843 △ 7 3,666

官公署用 96 38,111 96 35,790 0 2,321

学校用 4 6,057 4 5,241 0 816

営業用 362 199,249 367 194,541 △ 5 4,708

旅館保養所用 70 952,350 71 895,108 △ 1 57,242

公衆浴場用 3 7,818 3 7,778 0 40

工場用 10 4,237 9 3,221 1 1,016

その他 123 21,128 123 20,916 0 212

計 3,099 1,830,459 3,111 1,760,438 △ 12 70,021

注）件数は年度末現在

 イ．口径別給水状況

区分

φ１３

φ２０

 ウ．用途別給水状況

平成２９年度

φ２５

φ３０

平成２９年度

備考

備考

φ５０

比 較

区　　　　　分

φ４０

比 較

計

平成２８年度

φ７５

平成２８年度
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（２）事業収入に関する事項 （単位：円　税抜き）

増減 比較(%)

営業収益 238,828,557 231,435,920 7,392,637 103.19

営業外収益 23,390,966 23,617,573 △ 226,607 99.04

特別利益 0 15,139 △ 15,139

計 262,219,523 255,068,632 7,150,891 102.80

供給単価 130.36 131.35 △ 0.99 99.25

（３）事業費に関する事項 （単位：円　税抜き）

増減 比較(%)

営業費用 244,314,132 236,324,594 7,989,538 103.38

営業外費用 15,043,731 15,471,023 △ 427,292 97.24

特別損失 1,051,581 2,416,954 △ 1,365,373 43.51

計 260,409,444 254,212,571 6,196,873 102.44

給水原価 129.98 130.49 △ 0.51 99.61

238,616,581円（給水収益）

1,830,459㎥（有収水量）

237,929,363円（経常費用―長期前受金戻入）

1,830,459㎥（有収水量）

比　　　　　　　較

　□　供給単価 　130.36円　＝　

科　　　　目

□　給水原価　 129.98円　＝　

平成２９年度 平成２８年度 備　　　　考
比　　　　　　　較

備　　　　考科　　　　目

※営業収益の内、水道料金のみ

平成２９年度 平成２８年度
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（４）その他主要な事業

ア.費用構成表
（単位；円　税抜き）

増　　 減 比　較（％）

職員給与費 27,689,978 28,372,227 △ 682,249 97.60

修繕費 1,718,262 4,893,729 △ 3,175,467 35.11

動力費 0 0 0 －

材料費 0 113,620 △ 113,620 －

薬品費 0 0 0 －

減価償却費 148,333,271 149,849,375 △ 1,516,104 98.99

資産減耗費 35,279 100,192 △ 64,913 35.21

支払利息 14,940,931 15,450,377 △ 509,446 96.70

委託料 58,318,190 44,838,113 13,480,077 130.06

路面復旧費 0 90,000 △ 90,000 －

賃借料 1,638,790 1,527,550 111,240 107.28

負担金 3,548,785 3,396,021 152,764 104.50

そ の他 3,134,377 3,164,413 △ 30,036 99.05

合 計 259,357,863 251,795,617 7,562,246 103.00

区　　　　　　分 平成２９年度 平成２８年度 備 　　考

比　　　　　　較

※その他・・・・旅費、備消耗品費、印刷製本費、手数料、保険料、公課費　等
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４．会　　　　計

（１）重要契約の要旨

（単位：円　税込）

契約年月日 金 額 契約の相手方

平成28年10月12日 1,031,400 ㈱高瀨鐵工 H28.10.13～H29.6.30

平成30年1月15日 1,112,400 ㈱高瀨鐵工 H30.1.16～H30.3.20

（単位：円　税込）

契約年月日 金 額 契約の相手方

17,567,280

1,695,600

平成29年4月1日 33,249,960
メタウォーターサービス
㈱　O＆M本部工務区

H29.4.1 ～H30.3.31

平成29年6月9日 3,780,000㈱中央設計技術研究所 下呂事務所H29.6.12～H30.3.15

（２）企業債及び一時借入金の概況

　ア．企業債
（単位：円　不課税）

前年度末残高 本年度借入高 本年度償還高 本年度末残高

725,101,327 0 16,033,600 709,067,727

190,802,694 0 10,868,155 179,934,539

915,904,021 0 26,901,755 889,002,266

イ．一時借入金

該当なし

平成29年2月17日
下呂市水道施設運転管理業務委託（配水施設管理業務）

メタウォーターGr・下呂
管設備組合共同企業体

H29.4.1 ～H30.3.31

工期工　　　　事　　　　名

下呂上水低区・高区緊急遮断弁改修工事

　ア．工事請負契約

借 入 先

下呂市水道施設運転管理業務委託

市道幸田3号線配地内水管移設工事

　イ．業務委託契約

契約の内容

下呂市上水道飛騨川水利権更新申請業務委託

下呂市水道施設運転管理業務委託　その2

- 16 -

財務省財政融資資金

地方公共団体金融機構

合　計

工期

備　　　　考



（単位：円）

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー：

　　　当年度純利益 1,810,081

　　　減価償却費 148,333,271

　　　貸倒引当金の増減額（△は減少） △ 637,188

　　　賞与引当金の増減額（△は減少） △ 70,008

　　　法定福利引当金の増減額（△は減少） △ 8,072

　　　長期前受金戻入額 △ 21,428,500

　　　受取利息及び受取配当金 △ 1,136,876

　　　支払利息 14,940,931

　　　資産減耗費 27,409

　　　未収金の増減額（△は増加） △ 1,024,124

　　　たな卸資産の増減額（△は増加） 178,758

　　　未払金の増減額（△は減少） △ 3,874,739

　　　その他 4,831,243

　　　　　小計 141,942,186

　　　利息及び配当金の受取額 1,136,876

　　　利息の支払額 △ 14,940,931

　　業務活動によるキャッシュ・フロー 128,138,131

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー：

　　　有形固定資産の取得による支出 △ 2,018,310

　　　工事負担金の受入による収入 1,245,000

　　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 773,310

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー：

△ 26,901,755

　　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 26,901,755

Ⅳ　資金増加(減少)額 100,463,066

Ⅴ　資金期首残高 687,778,409

Ⅵ　資金期末残高 788,241,475

平成29年度下呂市水道事業キャッシュ･フロー計算書

（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで）
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 　　建設改良等の財源に充てるための企業債の償還による支出



（単単：円消税 き）

款項款 款 負補    
下下下下収収1. 262,219,525
営下収収1. 238,828,557
給下収収1. 238,616,581
下下水負 下下水負238,616,581

その2. 他営下収収 211,976
手職水 検検手職水211,976 、給下給給手職水

営下営収収2. 23,390,968
仮受特受1. 1,136,876
現負特受 負金機関現負特金1,136,876

長長長仮負長収2. 21,428,500
国国補国負 長長長仮負16,510,235 の増減企減減合に過の収収長（国国補国負）

工下負負負 長長長仮負4,573,049 の増減企減減合に過の収収長（工下負負負）

仮贈財資評減補 345,216
貸貸貸財負長収収3. 329,594
貸貸貸財負長収収 当収負329,594 の回収に伴う貸貸貸財負の長収

雑収収4. 495,998
その他雑収収 貯貯備貯貯495,998 （量下工） 64,210

量下工過量量（故故ににす使用使申使） 1,316
その他【不不消】（工下申負工工工行不工ににす違工負) 305,640
その他【不不消】（てな卸し貯貯備消消） 9,920
その他【不不消】（消予消下益消職当量収） 1,152
その他【不不消】(特損損企益損負） 113,760

下 495,998

平平年年下下下下下下下収収予用年年下29平平年年下下下下下下下収収予用年年下29平平年年下下下下下下下収収予用年年下29平平年年下下下下下下下収収予用年年下29

予）））））））））））））））））　

収 収

長長長仮負の増減企減減合に過の収収長（仮贈財資評減補）
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（単単：円消税 き）

款項款 款 負）））補

下下下下予2. 260,409,444
営下予用1. 244,314,132
原下収1. び浄下予 51,920,799
委委水 浄下浄電浄益浄浄量下事委委水51,375,200 541,200

浄下浄浄建浄量下事委委水 47,053,000
原下下原検検委委水 237,000
窒窒リリ検検委委水 17,000
浄下浄下財給浄消検下事委委水 3,500,000
ESP下事委委水 27,000

下 51,375,200
手職水 検検手職水15,084 15,084
益損水 浄下浄浄損浄浄浄負益損水530,515 62,335

浄下浄機機建予特損補企益損 468,180
下 530,515

配下収2. び給下予 5,214,862
旅予 普国旅予56,352 56,352
予消資備予 予消資備予118,581 118,581
国通車車予 携携電電量15,900 15,900
委委水 量下工受貯下事委委水2,931,241 539,541

増減減期検委委水 250,000
浄下下原検検委委水 299,000
浄末管日検検委委下事 272,700
配下浄建浄量下事委委 1,570,000

下 2,931,241
賃下水 土地賃下水155,910 155,910
過修予 給配下浄給下過修1,642,278 981,770

量下工過量（貯貯） 492,300
その他貯貯備過量（貯貯） 44,208
その他 124,000

下 1,642,278
補企予 190,080その他 190,080
益損水 浄下浄浄損浄浄浄負益損水104,520 104,520

予 用

予）））））））））））））））））　
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（単単：円消税き）

款項款 款 負）））補

総係予3. 38,809,921
給水 職職14,656,152 ４名過給水 14,656,152

（補下補） 14,657,000
職職手財建 扶扶手財6,253,214 513,500

国通手財 315,564
浄量職手財 723,384
長末手財 2,397,621
通勤手財 1,846,807
児児手財 320,000
期時営通事手財 101,838
宿日宿手財 34,500

下 6,253,214
（補下補） 6,388,000

賞賞貸財負 賞賞貸財負次収補2,359,152 1,982,380
次収補 地益法特予貸財負次収補 376,772

下 2,359,152
（補下補） 2,360,000

地益法特予 浄浄組合予4,421,460 4,377,413
地事浄損浄負 44,047

下 4,421,460
（補下補） 4,431,000

旅予 日補旅予264,002 （研過） 242,260
普国旅予 21,742

下 264,002
予消資備予 下書242,284 、車用消資備、下事用消資備建 242,284
燃水予 車車用燃水予479,405 479,405
印印印資予 納収国納下印印量営246,128 246,128
国通車車予 切手量営368,888 、郵検水 368,888
委委水 検検下事委委水4,011,749 2,951,643

下下工下水益水水日財議水委委水 180,000
下下水負シシシシ益保期検委委水 470,592
地営企下下下シシシシ益保期検委委水 187,400
下下水負シシシシ過補委委水 115,440
起企浄量シシシシ益保期検委委水 7,524
県積下シシシシ益保浄量委委水 45,150
コリコニ収納委委水 54,000

下 4,011,749
手職水 下下水負水水貯貯手職水264,949 206,220

コリコニ収納貯貯手職水 58,729
下 264,949

賃下水 地営企下下下1,482,880 シシシシリシシ水 515,200
下下水負シシシシリシシ水 967,680

下 1,482,880
過修予 車車過修量営75,984 75,984
研過予 研過予33,334 33,334
負負負 日資下下日下収3,548,785 び国部支部営負負負 181,860

企下支納職負負負 600,000
退職手財組合負負負 2,458,368
研過期負負負 308,557

下 3,548,785

予 用

予）））））））））））））））））　
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（単単：円消税き）

款項款 款 負）））補

益損水 車車益100,814 損水営 100,814
雑予 741雑予 741

増減企減予4. 148,333,271
有有固益資資 建建148,333,271 10,059,165
増減企減予 構構建 58,912,513

機機収び装置 78,852,617
工車工車収び予備 508,976

下 148,333,271
資資増資予5. 35,279
固益資資固減予 構構建27,409 26,709

機機収び装置 700
下 27,409

棚卸資資増資予 棚卸資資増資過7,870 7,870
営下営予用2. 15,043,731
支仮特受1. 14,940,931
企下企特受 財事国財行金資資負14,940,931 11,243,318

地地地浄地地負金機構 3,697,613
下 14,940,931

雑支支3. 102,800
雑支支 過過納企過102,800 に伴う企過電下負 102,800

特特特特3. 1,051,581
その4. 他特特特特 1,051,581
その他特特特特 1,051,581過年年過過納企過負の過年年特収過補特 1,051,581

予 用

予）））））））））））））））））　
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（１）有有固益資資年年下 単単( ：円)

財年年
増電補

財年年
増減補

減下  

土 地318,543,615 0 0318,543,615 0 0 0318,543,615

建 建553,717,247 0 0553,717,247 10,059,165 0106,423,779447,293,468

構構建2,842,032,104 955,000 103,7242,842,883,380 58,912,513 77,0151,484,654,1221,358,229,258

機機収び
装 置

1,581,722,560 1,063,310 13,9901,582,771,880 78,852,617 13,290666,433,844916,338,036

車車車車車 5,656,200 0 0 5,656,200 0 0 5,373,390 282,810

工車工車
収び予備

14,434,600 0 0 14,434,600 508,976 0 13,186,073 1,248,527

下 5,316,106,326 2,018,310 117,7145,318,006,922148,333,271 90,3052,276,071,2083,041,935,714

（２）他有固益資資年年下 単単( ：円)

資資の種決
年年財当
現在高  

財年年
増電補

財年年増
減補

財年年増
減企減高

年年末
現在高

電電電収電 10,300 0 0 0 10,300

電電電収電 30,300 0 0 0 30,300

その他他有固益資資 1 0 0 0 1

下 40,601 0 0 0 40,601

財年年
増減補

年年末企
減当浄高

年年末
現在高

増減企減減下補

平平年月日20 3 3）企下下下シシシシ給浄予

昭昭年月日受日38 8 1

昭昭年月日受日45 8 31

平平２２年年）下下下下下下下固益資資年年下

予））））） ）））　      

資資の種決
年年財当
現在高  

財年年
増電補
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単単( ：円)

発行利率償還終期

当年度
償還高

償還高
累    計

価格（年％）（西暦）

政府企業債S53. 3.30 52,000,000 52,000,000 0 - 6.05 2008.3湯之島改良工事

政府企業債S54. 5.16 75,000,000 75,000,000 0 - 6.05 2009.3排水処理場新設工事

公庫企業債S55. 7.21 45,000,000 45,000,000 0 - 8.6 2008.3低区配水池新設工事

政府企業債S55. 8.20 45,000,000 45,000,000 0 - 8.5 2010.3
　　　〃
（繰上償還）

政府企業債S56. 5.29 40,000,000 40,000,000 0 - 7.5 2011.3
　　　〃
（繰上償還）

公庫企業債S57. 3.24 9,000,000 9,000,000 0 - 7.4 2010.3
森96号線改良工事
（繰上償還）

政府企業債S57. 3.25 11,000,000 11,000,000 0 - 7.3 2012.3
　　　〃
（繰上償還）

公庫企業債S58. 3.25 27,000,000 27,000,000 0 - 7.4 2011.3
　　　〃
（繰上償還）

政府企業債S58. 3.25 33,000,000 33,000,000 0 - 7.3 2013.3
　　　〃
（繰上償還）

政府企業債H11. 3.25134,000,000 5,411,538 66,376,678 67,623,322 - 2.1 2029.3
大洞･湯之島配水施
設工事

公庫企業債H11. 3.30 89,400,000 4,014,147 49,236,594 40,163,406 - 2.1 2027.3　　　〃

政府企業債H12. 3.24113,400,000 4,489,628 51,939,830 61,460,170 - 2.0 2030.3　　　〃

公庫企業債H12. 3.22 75,600,000 3,323,987 38,454,710 37,145,290 - 2.0 2028.3　　　〃

公庫企業債H17. 7.29 12,900,000 12,900,000 0 - 1.95 2010.3
中区配水池新設工事
（借換）

公庫企業債H17. 7.29 8,700,000 8,700,000 0 - 1.95 2009.3
低区配水池新設工事
（借換）

公庫企業債H18.7.28 7,100,000 7,100,000 0 - 2.50 2011.3
森96号線改良工事
(借換）

政府企業債H22.3.25 31,700,000 1,017,364 2,989,428 28,710,572 - 2.1 2040.3新浄水場建設工事

機構企業債H22.4.8 18,300,000 587,311 1,725,758 16,574,242 - 2.1 2040.3新浄水場建設工事

政府企業債H23.4.8 127,000,000 4,087,843 8,099,110118,900,890 - 1.9 2041.3新浄水場建設工事

機構企業債H23.4.7 73,000,000 2,349,705 4,655,394 68,344,606 - 1.9 2041.3新浄水場建設工事

政府企業債H24.3.29 31,700,000 1027227 1,027,227 30,672,773 - 1.7 2042.3新浄水場建設工事

機構企業債H24.3.26 18,300,000 593005 593,005 17,706,995 - 1.7 2042.3新浄水場建設工事

政府企業債H26.3.25 74,900,000 74,900,000 - 1.4 2044.3
森中区配水池増設工
事

政府企業債H27.7.7326,800,000 326,800,000 - 1.2 2045.3東上田取水場改良工事

1,479,800,00026,901,755590,797,734889,002,266

平成29年度　下呂市水道事業企業債明細書

種　　類

計

発   行
年月日

発行額 未償還残高 備　   　考

償　還　高
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●重要な会計方針に係る事項に関する注記

１.固定資産の減価償却の方法

（１）有形固定資産
定額法を採用している。
なお、主な資産の耐用年数は以下のとおり。
建物　16～60年
構築物　5～60年
機械及び装置　6～20年
車両及び運搬具　4～5年
工具器具及び備品　5～15年

（２）無形固定資産
定額法を採用している。

２.重要なリース取引の処理方法
所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

３.引当金の計上基準

（１）退職給付引当金

（２）賞与引当金及び法定福利費引当金

（３）貸倒引当金
債権の貸し倒れによる損失に備えるため、貸倒実績率等により回収不能見込み額を計上している。

４.消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

●セグメント情報に関する注記
水道事業のみを運営しており、報告セグメントが１つのため、記載を省略している。

職員の期末手当・勤勉手当、及びそれらに係る法定福利費の支給に備えるため、当事業年度末における支給
見込額に基づき、当事業年度の負担に属する額を計上している。

岐阜県市町村職員退職手当組合に支払う負担金については、毎事業年度支払う一定の負担金（一般負担金）
のみを公営企業が負担しており、積立金の不足等に応じて発生する追加的な費用負担（収支差額の調整のた
めに支払う負担金、組合脱退時の清算金等を含む）をすべて一般会計が負担することとしているため、退職給
付引当金は計上していない。
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